
この小説は生活習慣病に苦しむ患者の物語です。急性心筋梗塞になり、
生命の危機に瀕した中年管理職、水口 翔太。エリート街道まっしぐ
らに歩んできた山部 聡は、仕事優先の人生を歩んできたが、ある時、
襲いかかってきた脳梗塞。九死に一生を得たものの、高次機能障害を
残してしまった。
病気など自身には関係ないものと能天気に生活していたある日、突然
の胸の痛みに乳がんと思い込みクリニックに駆け込んだものの糖尿病
と診断され狼狽える近藤 姫。ニコチン依存症で禁煙ができず、最後
には肺がんを患ってしまう古田 勇二。
世間にはどこにでもいそうな4人が、病気という非日常の世界にある現
実に直面した時、彼らは何を考え、どう行動していくのか。そして、
彼らの結末は・・・。
幻冬舎より単行本として発売されています。電子書籍も好評発売中。


